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１．はじめに 

 地震発生メカニズムがある程度解明されている場合には、その中でも特にサイト効果と呼ばれる地域の地

形・地質による地震動の増幅の検討が重要である。サイト効果による盆地構造地盤の地震被害例として 1985

年のメキシコ・ミチョアカン地震があげられる。甲府盆地も、四方を山で囲まれた閉じた内陸盆地であり、盆

地内の堆積物は、北西部から釜無川、東部からの笛吹川によって供給されており、盆地南西部に向かうにつれ

て表層地盤が厚く堆積している。甲府盆地においても、ミチョアカン地震と同様な盆地特有の地震動の発生に

よる地震被害が懸念される。そこで、本研究は、基盤不整形地盤に着目した甲府盆地の地盤震動特性の把握に

ついて 2 次元地震応答解析に基づいて検討したので報告する。 

 

２．地盤震動特性を考慮した解析手法 

 解析対象断面を図‐1 に示す。甲府盆地を東西方向の縦断面に

対して 2 断面、南北方向の縦断面に対して 3 断面を地盤の 2 次

元 FEM によるモデル化を行った。図‐2 に W2-E2 断面の 2 次

元解析モデルを示す。 

 解析に用いた地盤の動的物性値を表‐1 に示す。２次元的な波

動の伝搬を追跡するため、入力としてインパルス波を用いた線形

地震応答解析を行った。インパルス波の最大振幅は 100gal、中

心周期を 0.6ｓとした。地盤の減衰定数が 1％であるため、応答

に現れるサイト効果は、少々過大に評価されていることに留意し

ていただきたい。 

                              

        図‐2 地盤モデル 

３．基盤不整形地盤が地震動に与える影響 

図‐3～7 に地点 1～5 の水平加速度、鉛直加速度、水平方向の直ひずみひずみεx の波形を示す。上部礫が

堆積している地点 1 では、水平、鉛直加速度および直ひずみεxにほとんど変化が見られないのに対し、下部

礫層傾斜部にあたる地点 2、地点 4、地点 5 では、新婦の大きな鉛直加速度および直ひずみεxの応答が確認

された。ここで、注目すべきは、地点 4 である。地点 2、地点 5 は地震動の影響を受けやすい粘性土が厚く堆

積しているのに対し、地点 4 では比較的硬質な上部礫が堆積していたのにも関わらず、顕著な鉛直加速度およ

び直ひずみεxが発生しているおり、表層の土質よりも表層不整形性が支配的であることを示唆している。 
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図－1 解析対象断面 

表‐1 地盤の動的物性値 15km 
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図‐3 地点 1   図‐4 地点 2   図‐5 地点３   図‐6 地点 4     図‐7 地点 5 

 

本稿では W2-E2 断面についてのみの解析結果を示したが、

他断面でも同様な結果が見られ、とくに顕著な鉛直加速度や

ひずみεxは、図－８に示す笛吹川沿いの地域に特に見られる

ことがわかった。その要因としては、笛吹川の周囲では、下

部礫層のくぼみが存在し、両端に境界を有する基盤の不整形

表層地盤構造が形成されていること、また釜無川の氾濫によ

り比較的軟弱な粘性土や砂質土厚く堆積していることが挙げ

られる。 

 

３．まとめ 

本研究では、甲府盆地を東西方向の縦断面に対して 2 断面、南北方向の縦断面に対して 3 断面を地盤の 2

次元モデル化を行い、2 次元地震応答解析を行った。その結果、盆地北部などの表層地盤があまり堆積してい

ない地域では鉛直加速度およびひずみεxはほとんど発生しないが、笛吹川付近の表層地盤が厚く堆積する基

盤不整形表層地盤では顕著な鉛直加速度および直ひずみεxが発生することが確認された。さらに、粘性土地

盤部のみならず比較的硬質な上部礫が暑く堆積している基盤不整形地盤でも顕著な鉛直加速度および直ひず

みεxが発生することが確認されていることから、これらの地盤では表層の土質よりも表層不整形性が支配的

であることを示唆した。 

今回の解析で 2 次元効果が発生するエリアの特定が出来たため、今後はより詳細な地盤震動特性の把握を行

うために、特定したエリアの地盤を 3 次元モデル化し 3 次元地震応答解析を行いたいと考えています。 
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明瞭な上下動と

ひずみεxが発生 

図－８ 基盤不整形の影響が顕著な笛吹川北の地域 
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